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議会を傍聴しませんか
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議決結果のお知らせ

燕市の発展のために質問
市政に対する一般質問 ２
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参考資料
県内20市の議員報酬一覧 13

3月定例会
意見書の提出 15

16
大空を泳ぐ　こいのぼり
吉田ふれあい広場では、毎年この
季節、たくさんの“こいのぼり”が
大空を泳ぎます。
子どもたちがすこやかに育ちます
ように。



市政に対する一般質問
「燕市の発展のために質問します」

　３月定例会では 22 名の議員が新庁舎建設計画や
教育問題、行財政改革や産業問題など、市政全般
にわたって、市の考えをただしました。一般質問
と市当局の答弁の要旨を、一般質問を行った各議
員からの寄稿で掲載しました。

（一般質問の通告順に掲載）

問
①
　
世
界
同
時
不
況
で
地

場
産
業
も
深
刻
な
影
響
を
受

け
て
い
る
。
支
援
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
雇
用
環
境
も
景
気
の

悪
化
で
、
操
業
の
抑
制
や
賃

金
カ
ッ
ト
、
人
員
削
減
な
ど

こ
れ
ま
た
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
仕
事
量
の
激
減
に
よ
り

２
勤
５
休
な
ど
、
労
働
者
に

と
っ
て
も
極
め
て
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
が
、対
応
策
は
。

答
①
　
本
市
の
支
援
策
と
し

て
、
市
内
の
中
小
企
業
者
の

資
金
繰
り
の
円
滑
化
に
信
用

保
証
料
の
補
給
対
象
制
度
の

拡
充
や
、
経
営
安
定
化
緊
急

対
策
資
金
融
資
制
度
な
ど
を

行
っ
た
。
今
後
も
長
期
的
な

対
策
が
必
要
で
あ
り
、
新
商

品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
具

体
的
な
支
援
策
を
実
施
し
た

い
。
　

雇
用
情
勢
の
急
激
な
好

転
は
期
待
で
き
ず
、
厳
し
い

状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
制
度
の
助
成
金
申

請
に
際
し
て
、
企
業
が
社
会

保
険
労
務
士
に
依
頼
し
た
場

合
に
係
る
経
費
の
助
成
を
検

討
し
て
い
る
。
雇
用
を
増
や

す
た
め
の
「
企
業
合
同
就
職

説
明
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
み
た
い
。

問
②
　
道
路
整
備
事
業
吉
田

95
号
線
の
中
止
を
求
め
る
。

現
在
住
ま
わ
れ
、
生
活
さ
れ

て
い
る
家
を
取
り
壊
し
て
ま

で
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

道
路
な
の
か
。
土
地
を
含
め

た
物
件
補
償
費
が
、
総
事
業

費
の
半
分
以
上
の
６
億
６
，

９
０
０
万
円
に
も
及
ぶ
こ

と
。
国
庫
支
出
金
や
合
併
特

例
債
の
活
用
な
ど
有
利
な
財

源
と
さ
れ
て
い
る
が
、
11
億

円
と
い
う
巨
額
な
事
業
費
は

国
民
の
血
税
で
あ
る
。
ど
う

考
え
て
も
必
要
な
道
路
と
は

思
え
な
い
。
市
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
道
路
事
業
と
考

え
る
が
当
局
の
見
解
を
伺

う
。

答
②
　
道
路
整
備
の
効
果
と

し
て
は
、
渋
滞
の
緩
和
や
交

通
事
故
の
減
少
な
ど
が
期
待

で
き
る
。
北
公
園
の
交
差
点

で
は
ク
ラ
ン
ク
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
通
勤
通
学
時
に

は
混
雑
し
、
交
通
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。
施
設
環
境
が

充
実
し
た
北
地
区
を
し
っ
か

り
し
た
道
路
で
結
ぶ
こ
と
に

よ
り
、
相
互
地
区
間
の
交
流

拡
大
と
、通
勤
通
学
お
よ
び
、

施
設
利
用
者
の
安
全
性
の
確

保
と
利
便
性
の
向
上
が
図
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
新
市
建
設
計
画

登
載
事
業
全
般
の
見
直
し
を

行
う
中
で
、
本
事
業
も
規
模

を
縮
小
し
た
上
で
実
施
さ
せ

て
も
ら
う
も
の
で
あ
り
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

問
①
　
食
育
推
進
の
た
め
、

市
に
食
育
推
進
室
の
設
置

は
。
給
食
へ
の
地
場
産
物
の

供
給
体
制
は
。
燕
地
区
の
学

校
給
食
は
民
間
委
託
で
行
っ

て
い
る
が
、
コ
ス
ト
は
吉
田

と
分
水
を
足
し
た
よ
り
も
高

い
。
食
の
安
全
・
安
心
を
直

接
管
理
で
き
、
県
費
の
栄
養

士
を
配
置
で
き
る
こ
と
か
ら

も
、
公
設
公
営
で
行
っ
て
は

ど
う
か
。

答
①
　
21
年
度
か
ら
学
校
教

育
課
に
栄
養
士
を
配
置
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
果
た

し
て
も
ら
う
。
燕
市
全
体
の

地
場
産
物
の
供
給
体
制
や
食

育
推
進
室
の
設
置
は
、
食
に

関
す
る
関
係
課
に
よ
る
庁
内

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

策
定
作
業
に
取
り
組
む
。
民

間
委
託
先
と
栄
養
士
、
調
理

師
な
ど
も
含
め
て
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
制
度
化
し
て
い

く
。
契
約
に
際
し
て
は
明
細

を
求
め
て
単
価
を
決
め
て
い

く
。

問
②
　
子
ど
も
の
通
院
医
療

費
助
成
の
拡
大
や
不
妊
治
療

費
助
成
の
拡
大
は
。
結
婚
を

望
む
男
女
の
相
談
支
援
は
。

答
②
　
通
院
医
療
費
助
成
制

度
の
年
齢
拡
大
は
前
向
き
に

検
討
す
る
場
面
も
出
て
く

る
。
不
妊
治
療
は
市
の
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
十
分

前
向
き
に
考
え
る
。
結
婚
相

談
の
支
援
は
高
齢
者
の
団
体

と
も
話
し
合
っ
た
が
、
独
身

者
の
仲
を
取
り
持
つ
世
話
役

が
い
な
い
。
他
の
方
法
も
含

め
て
検
討
し
て
い
る
。

問
③
　
ニ
ー
ト
の
解
消
と
し

て
、
三
条
市
に
は
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
が
、
燕
市
で
も
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。
精
神
障
が

い
者
が
自
宅
で
地
域
生
活
を

継
続
す
る
た
め
、
当
事
者
を

中
心
に
専
門
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
ん
で
日
常
を
見
守

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
。

答
③
　
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
三
条
市
や

関
係
機
関
と
も
協
議
し
て
燕

市
と
し
て
の
取
り
組
み
も
検

討
し
た
い
。
地
域
生
活
支
援

に
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
結
び

付
け
て
、
継
続
的
な
相
談
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

課
題
ご
と
の
専
門
部
会
も
設

け
て
機
能
を
強
化
し
た
い
。

問
④
　
西
川
沿
い
の
公
園
整

備
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

吉
田
95
号
線
は
地
権
者
全
員

の
同
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば

道
路
整
備
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答
④
　
西
川
沿
い
の
公
園
整

備
は
自
治
会
と
の
合
意
形
成

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の

事
業
は
困
難
で
あ
る
。
吉
田

95
号
線
は
事
業
を
進
め
て
い

く
中
で
誠
意
を
尽
く
す
。

問
①
　
措
置
制
度
か
ら
支
援

費
制
度
に
移
行
し
て
６
年
が

経
過
し
、
利
用
者
や
保
護
者

か
ら
市
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
要
望
が
あ
っ
た
か
。

答
①
　
体
系
が
大
き
く
転
換

し
た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
利
用
方
法
、
申
請

書
の
簡
素
化
な
ど
の
要
望
が

あ
っ
た
。

問
②
　
三
障
が
い
者
統
一
の

は
ず
の
自
立
支
援
法
。
精
神

障
が
い
者
だ
け
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
年
金
、
医
療
、
交

通
機
関
の
割
り
引
き
な
ど
に

格
差
が
生
じ
、
家
族
に
厳
し

い
経
済
負
担
が
出
て
い
る
。

今
一
歩
進
ん
だ
支
援
は
で
き

な
い
か
。

答
②
　
市
独
自
の
制
度
と
し

て
「
燕
市
精
神
障
が
い
者
医

療
助
成
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
い
て
支
援
し
、
新
た
な

支
援
に
つ
い
て
は
今
後
研
究

し
て
い
く
。

問
③
　
燕
市
の
自
立
支
援
は

社
会
復
帰
を
実
現
す
る
ま
で

か
。
そ
れ
と
も
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
で
き
る
ま
で
か
。

答
③
　
自
立
支
援
法
に
規
定

し
て
い
る
役
割
に
基
づ
き
、

障
が
い
者
お
よ
び
障
が
い
児

の
福
祉
増
進
に
努
め
る
。

問
④
　
自
立
を
実
現
す
る
に

は
仕
事
が
必
要
で
あ
り
、
所

得
を
保
障
す
る
環
境
が
整
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
と
し
て
資
料
郵
送
の
封
入

れ
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
公
共

施
設
の
清
掃
、
草
取
り
な
ど

積
極
的
に
支
援
す
べ
き
と
思

う
が
い
か
が
か
。

答
④
　
今
後
は
、
公
共
施
設

に
お
け
る
清
掃
作
業
へ
の
障

が
い
者
の
雇
用
を
検
討
し
、

作
業
委
託
業
者
に
対
し
て
も

障
が
い
者
雇
用
等
に
つ
い
て

要
請
し
て
い
く
。

問
⑤
　「
障
が
い
者
都
市
宣

言
」
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
一
層

福
祉
に
対
し
て
理
解
が
深
ま

り
、い
た
わ
り
や
思
い
や
り
、

親
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち

が
芽
生
え
る
と
思
う
が
。

答
⑤
　
小
学
生
か
ら
障
が
い

の
あ
る
方
々
と
触
れ
合
う
こ

と
は
、
い
た
わ
り
や
優
し
さ

な
ど
の
気
持
を
は
ぐ
く
む
上

で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

問
⑥
　
保
護
者
か
ら
強
い
要

望
が
あ
っ
た
短
期
入
所
に
つ

い
て
、「
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
は
ば
た
き
」
の
建
設
計
画

に
含
ま
れ
て
い
た
の
に
、
実

現
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
⑥
　
寝
泊
ま
り
で
き
る
部

屋
と
お
風
呂
、
台
所
も
あ
り

短
期
入
所
も
可
能
だ
が
、
現

在
の
職
員
体
制
の
中
で
は
短

期
入
所
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

現
状
で
は
な
い
。

深
刻
な
地
場
産
業
と
雇
用
問
題

総
事
業
費
11
億
円
の
吉
田
95
号
線

給
食
へ
の
地
産
地
消
・
食
育
推
進
室
の

設
置 

通
院
医
療
費 
不
妊
治
療
費

金
子
　
正
子
　
議
員

障
が
い
者
自
立
支
援
法
施
行
そ
の
後

田
辺
　
　
博
　
議
員

中
島
　
清
一
　
議
員
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議会だより No.13  2009年 (平成21年)5月15日Ｑ 市政に対する一般質問



問
①
　
県
内
20
市
の
中
で
燕

市
の
人
口
は
何
番
目
か
。
ま

た
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
、
議
長
、
副
議
長
、
議
員

の
報
酬
は
何
番
目
か
。
答
申

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

答
①
　
人
口
は
７
番
目
、
報

酬
に
つ
い
て
は
市
長
は
19
番

目
、
副
市
長
は
18
番
目
、
教

育
長
は
19
番
目
、
議
長
は
17

番
目
、
副
議
長
は
15
番
目
、

議
員
は
14
番
目
で
す
。
特
別

職
の
報
酬
は
低
位
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
が
、
答
申
は
尊

重
し
た
い
。

問
②
　
先
回
の
議
会
議
員
選

挙
で
は
新
人
の
出
馬
が
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
報
酬
が

低
い
と
い
う
こ
と
と
関
連
が

あ
る
と
思
う
が
。

答
②
　
次
回
の
審
議
会
に

は
、
今
回
の
議
会
の
空
気
、

発
言
内
容
、
資
料
等
を
提
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
判
断
を

い
た
だ
き
た
い
。

問
③
　
生
産
調
整
に
つ
い
て

市
長
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
か
。
未
達
成
者
へ
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
国
や
県
に
要

望
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

達
成
農
家
へ
の
市
独
自
の
助

成
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答
③
　
今
以
上
に
米
価
の
下

落
を
防
ぐ
た
め
に
も
生
産
調

整
は
必
要
で
あ
る
。
未
達
成

農
家
へ
の
協
力
の
趣
旨
説
明

を
し
た
。
１
０
６
名
の
方
々

か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
市
全
体
と
し
て
は
達

成
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
市
独
自
の
助
成
策
と
し
て

は
、
加
茂
市
や
新
潟
市
で
農

機
具
の
助
成
を
や
っ
て
い
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

研
究
協
議
を
し
た
い
。

　
ま
た
、
未
達
成
農
家
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
農
業
団
体
の
方
々

と
会
合
を
持
っ
て
議
論
を
し

て
、
強
く
要
望
す
べ
き
で
あ

れ
ば
積
極
的
に
実
現
に
向
け

て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
④
　
市
有
地
の
売
却
促
進

に
つ
い
て
、
１
，
０
０
０
平

方
㍍
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
公
有
財
産
売
却
が

不
調
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の

要
因
と
今
後
の
対
策
は
。

答
④
　
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
新
た
な
歳
入
確
保
策
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
、
売
却
を
図
っ

た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
自

主
財
源
確
保
策
の
た
め
の
有

効
な
手
段
と
考
え
て
お
り
、

再
度
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
い
き
た
い
。

問
①
　
現
在
小
中
学
校
の
学

期
制
は
、
燕
、
分
水
地
区
が

三
学
期
制
、
吉
田
地
区
だ
け

が
二
学
期
制
を
そ
れ
ぞ
れ
採

用
。
合
併
し
て
同
じ
新
燕
市

に
な
っ
た
の
に
学
校
の
学
期

制
だ
け
が
旧
態
依
然
と
し
て

２
段
階
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
果
た
し
て
ど
ん
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
私
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
日
も

早
く
小
中
学
校
全
校
が
三
学

期
制
に
統
一
し
、
同
じ
教
育

環
境
の
下
で
児
童
生
徒
の
学

習
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

強
く
望
む
が
。

答
①
　
教
育
委
員
会
で
は
学

習
指
導
要
領
改
訂
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
ど
ち
ら
の
学
期
制

が
よ
い
か
を
今
後
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
検
討
委
員
会
に
諮
問

し
、
21
年
度
ま
で
に
教
育
基

本
計
画
を
ま
と
め
る
中
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
市
政
を
も
っ
と
市
民

に
分
か
り
や
す
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
広
報
、
公

聴
活
動
の
有
効
活
用
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
②
　
広
報
つ
ば
め
の
見
や

す
さ
、
分
か
り
や
す
さ
を
主

眼
に
、
市
政
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ｍ
は
重

要
な
媒
体
だ
。
こ
れ
ら
を
今

ま
で
以
上
に
活
用
す
る
た
め

他
部
署
と
連
絡
を
密
に
し

て
、
必
要
な
情
報
を
分
か
り

や
す
く
発
信
し
た
い
と
思
う

の
で
ご
理
解
を
願
い
た
い
。

問
③
　
新
産
業
誘
致
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
活
動
は

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

答
③
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
首

都
圏
在
住
の
元
商
社
マ
ン

で
、
年
に
60
件
く
ら
い
を
め

ど
に
企
業
を
訪
問
。
本
年
度

の
活
動
状
況
は
２
月
末
で
46

件
の
企
業
を
訪
問
し
、
関
係

機
関
等
へ
の
訪
問
は
14
件
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
企

業
誘
致
関
係
訪
問
は
５
件
く

ら
い
で
あ
る
。

問
④
　
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
状
況
と
、
そ
の
成
果
の

有
無
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

答
④
　
指
定
管
理
者
制
度

は
、
公
の
施
設
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
、
施
設
の
経
費

節
減
を
目
的
に
導
入
さ
れ

た
。
平
成
20
年
４
月
１
日
現

在
、
20
施
設
を
実
施
し
、
20

年
度
の
指
定
管
理
料
の
総
額

は
約
１
億
９
，
０
０
０
万
円

で
あ
り
、
導
入
前
と
の
比
較

で
約
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
節

減
効
果
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
施
設
の
開
閉
館
時
間
の

早
延
問
題
や
利
用
者
へ
の
よ

り
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
①
　
合
併
協
議
で
決
定
し

た
各
種
事
業
が
進
め
ら
れ
る

中
、
新
市
建
設
計
画
な
ど
も

見
直
す
方
向
だ
が
、
将
来
の

財
政
負
担
を
不
安
視
す
る
市

民
の
声
が
多
い
こ
と
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
①
　
新
市
建
設
計
画
は
、

合
併
協
議
で
取
り
決
め
た
も

の
で
、
基
本
は
尊
重
す
べ
き

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
は
、
合
併

前
か
ら
の
継
続
事
業
も
あ

る
。
後
年
度
の
財
政
負
担
を

見
据
え
て
約
１
０
８
億
円
を

圧
縮
し
、
財
政
計
画
も
見
直

し
た
。

問
②
　
新
市
建
設
計
画
登
載

事
業
を
見
直
す
中
で
、
緊
急

性
や
危
険
性
、
必
要
性
か
ら

見
て
重
点
事
業
の
評
価
を
し

て
い
る
の
か
。

答
②
　
合
併
直
後
か
ら
緊
急

性
な
ど
を
勘
案
し
、
優
先
度

を
付
し
て
見
直
し
て
お
り
、

合
併
協
議
か
ら
の
新
庁
舎
建

設
、
不
燃
物
処
理
場
な
ど
市

民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を

優
先
し
た
。
危
険
性
で
は
学

校
関
係
、
そ
の
ほ
か
に
も
財

政
計
画
の
範
囲
で
事
業
選
択

し
、
今
後
も
財
政
計
画
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
進
め
た

い
。

問
③
　
斎
場
建
設
事
業
は
、

当
初
実
施
年
度
平
成
19
年
度

か
ら
20
年
度
の
計
画
で
あ

り
、
事
業
の
見
直
し
で
平
成

23
年
度
よ
り
実
施
す
る
と
い

う
位
置
付
け
で
あ
る
が
、
施

設
の
老
朽
化
の
現
況
か
ら
、

早
急
に
建
設
の
必
要
性
が
生

じ
て
い
る
の
で
、
斎
場
建
設

事
業
を
で
き
る
だ
け
早
く
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
③
　
斎
場
は
昭
和
47
年
３

月
に
完
成
し
、
築
37
年
で
老

朽
化
が
進
み
、
新
た
な
斎
場

の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
建

問
①
　
農
業
委
員
会
に
関
す

る
法
律
第
６
条
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度

の
農
業
施
策
に
つ
い
て
農
業

委
員
会
の
建
議
が
２
月
10
日

市
長
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
建
議
の
重
み
に
つ
い
て
市

長
は
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る

か
。
そ
の
姿
勢
に
つ
い
て
問

う
。

答
①
　
先
般
、
農
業
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
建
議
書
に

つ
い
て
は
、
貴
重
な
提
言
と

重
く
受
け
止
め
て
い
る

問
②
　
農
業
用
機
械
等
へ
の

助
成
に
つ
い
て
、
す
で
に
加

茂
市
が
一
部
助
成
を
や
っ
て

い
る
し
、
新
潟
市
で
も
「
水

田
農
業
経
営
緊
急
支
援
事

業
」「
が
ん
ば
る
農
家
支
援

事
業
」
と
い
う
名
称
で
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
燕
市
と
し

て
も
認
定
農
業
者
へ
の
農
業

用
機
械
等
の
購
入
の
際
、
一

部
助
成
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

答
②
　
加
茂
市
、
新
潟
市
が

現
実
問
題
そ
う
し
て
や
っ
て

い
る
わ
け
で
、
指
摘
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
内
容
を
も
う

少
し
精
査
し
、
国
、
県
の
支

援
制
度
を
併
用
し
な
が
ら
取

り
組
む
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
に

越
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
③
　
畜
産
農
家
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
飼
料
価
格
が

高
く
な
っ
て
大
変
な
経
営
難

に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
い
け
ば
養
豚
農
家
が
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

国
内
の
安
全
、
安
心
、
良
質

な
畜
産
物
の
定
期
的
な
生
産

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
価

格
対
策
、
所
得
保
障
も
含
む

経
営
安
定
対
策
な
ど
の
拡
充

を
、
国
、
県
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
③
　
畜
産
も
燕
市
の
大
事

な
産
業
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
我
が
国
の
畜
産
は
、
飼

料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し

て
い
る
現
状
だ
。
畜
産
農
家

に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し

い
現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
、
県
に
対
し
て
補
助
事
業

を
拡
充
す
る
よ
う
強
く
要
請

し
て
い
き
た
い
。

問
④
　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
い
と
保
険
証
を
取
り
上
げ

る
情
け
容
赦
の
な
い
制
度

だ
。
燕
市
で
該
当
す
る
人
が

出
た
ら
取
り
上
げ
て
し
ま
う

の
か
。

答
④
　
保
険
制
度
な
の
で
相

互
扶
助
と
い
う
こ
と
も
頭
に

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
と

農
政
問
題
に
つ
い
て

齋
藤
　
葊
吉
　
議
員

新
燕
市
の
小
中
学
校
は
、
な
ぜ

三
学
期
制
に
統
一
さ
れ
な
い
の
か
？

白
倉
　
賢
一
　
議
員

畜
産
農
家
の
経
営
危
機
を
救
う
た
め
、

国
に
支
援
の
拡
充
を
求
め
て
く
だ
さ
い

本
多
　
了
一
　
議
員

斎
場
は
老
朽
化
、
早
期
建
設
を

　
　
　
　

西
川
沿
い
公
園
は
廃
止

中
條
　
征
男
　
議
員

設
に
当
た
っ
て
は
多
額
な
事

業
費
が
必
要
で
、
施
設
の
内

容
や
運
営
方
法
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
の
５
カ
年
事
業
で

建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
④
　
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
と
計
画

時
は
言
わ
れ
て
い
た
「
ま
ち

な
み
環
境
整
備
事
業
」
は
、

変
更
内
容
と
し
て
歩
道
整
備

か
ら
側
溝
の
み
の
改
修
、
遊

歩
道
整
備
中
止
と
、
そ
の
よ

う
な
事
業
内
容
で
の
西
川
沿

い
公
園
は
必
要
が
な
い
と
の

声
が
あ
り
、
廃
止
す
る
べ
き

で
な
い
か
。

答
④
　
平
成
17
年
度
か
ら
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で
行

っ
て
い
る
。
公
園
は
交
付
金

事
業
完
了
年
度
の
21
年
度
実

施
は
難
し
く
、
地
元
の
意
向

を
尊
重
し
て
結
論
を
出
し
た

い
。

４５
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問
①
　
議
会
に
提
出
さ
れ
た

財
政
予
測
は
、
２
〜
３
年
経

て
ば
燕
市
財
政
は
楽
に
な
る

と
い
う
期
待
感
あ
ふ
れ
る
楽

観
的
見
通
し
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
現
実
を
直
視
し
て
い
な

い
。
団
塊
の
世
代
の
大
量
退

職
、
人
口
減
に
伴
う
生
産
人

口
の
減
少
な
ど
、
歳
入
減
の

要
素
は
い
く
ら
で
も
あ
り
、

増
え
る
要
素
は
見
当
た
ら
な

い
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
幼
保

施
設
の
耐
震
問
題
や
統
廃
合

に
伴
う
建
設
問
題
、
高
齢
者

の
増
加
に
よ
る
介
護
、
保
険

問
題
な
ど
の
民
生
費
増
、
社

会
不
安
に
よ
る
扶
助
費
の
増

な
ど
、
歳
出
の
増
加
は
必
至

で
あ
る
。

財
政
予
測
は
そ
の
都
度

見
直
す
と
い
う
が
、
い
っ
た

ん
実
行
さ
れ
た
事
業
の
借
金

は
残
り
、
返
済
は
何
年
も
続

く
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
21
年
度
予
算

に
大
量
の
新
市
建
設
計
画
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
理
由
を
聞

き
た
い
。

答
①
　
12
月
６
日
の
全
員
協

議
会
で
、
新
市
建
設
計
画
事

業
の
再
調
整
案
と
財
政
計
画

の
見
通
し
を
説
明
し
て
き

た
。
26
年
度
ま
で
は
厳
し
い

が
、
こ
の
財
政
計
画
で
新
市

建
設
計
画
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問
②
　
産
業
問
題
に
つ
い

て
、
市
長
の
施
政
方
針
演
説

の
結
び
の
部
分
で
「
燕
の
産

業
は
幾
度
も
大
打
撃
を
受

け
て
ま
い
り
ま
し
た
。（
中

略
）
今
日
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
づ
く
り
魂
が
あ
る

限
り
、
発
展
の
道
を
歩
ん
で

い
け
る
は
ず
」
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
自
助
努
力

を
期
待
し
て
、
行
政
が
打
て

る
手
立
て
が
な
い
と
言
っ
て

い
る
に
等
し
い
の
で
は
な
い

か
。
緊
急
雇
用
安
定
給
付
金

を
雇
用
保
険
未
加
入
の
零
細

企
業
に
も
応
用
で
き
る
方
策

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
②
　
19
年
度
工
業
統
計
で

は
、
従
業
員
10
人
未
満
が
全

体
の
80
％
を
超
え
て
お
り
、

こ
の
規
模
の
事
業
所
を
対
象

と
し
た
行
政
支
援
の
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
る
。

問
①
　
本
市
財
政
の
今
後
の

見
通
し
が
２
通
り
あ
り
、
現

在
の
景
気
低
迷
を
織
り
込
ん

だ
最
新
の
財
政
見
通
し
が
甘

い
の
は
な
ぜ
か
。
予
定
納
税

の
額
と
還
付
額
に
つ
い
て

答
①
　
平
成
20
年
度
公
的
資

金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に

か
か
わ
る
健
全
化
計
画
に
お

け
る
今
後
の
財
政
見
通
し

は
、昨
年
８
月
作
成
で
あ
る
。

２
月
６
日
提
出
の
財
政
見
通

し
は
、
平
成
21
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
を
基
に
作
成
し

た
も
の
で
直
近
の
デ
ー
タ
を

用
い
た
。
予
定
納
税
額
は
約

５
億
８
，
０
０
０
万
円
で
、

還
付
額
は
５
，
６
０
０
万
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
②
　
農
家
の
生
産
調
整

は
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で

い
る
農
家
に
対
し
て
取
り
組

ま
な
い
農
家
の
配
分
が
上
乗

せ
に
な
る
と
い
う
ま
っ
た
く

不
平
等
な
内
容
で
あ
る
。
行

政
と
し
て
不
平
等
な
生
産
調

整
に
対
す
る
是
正
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
②
　
水
田
最
大
活
用
推
進

緊
急
対
策
や
産
地
確
立
交
付

金
、
低
コ
ス
ト
栽
培
助
成
、

特
別
栽
培
米
取
り
組
み
助
成

な
ど
、
努
力
し
て
い
る
農
家

の
立
場
に
立
ち
、
強
く
国
県

に
訴
え
て
い
き
た
い
。

問
③
　
都
会
の
学
校
給
食
に

燕
産
米
の
供
給
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て

取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

答
③
　
都
会
の
学
校
給
食
の

米
納
入
価
格
と
燕
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
価
格
と
の
差
額
問
題
を
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
調
査

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
④
　
小
麦
の
輸
入
量
は
、

毎
年
５
５
０
万
㌧
を
超
え

て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

３
０
０
万
㌧
を
米
粉
に
置
き

換
え
ら
れ
れ
ば
転
作
ゼ
ロ
と

な
る
。
米
粉
に
適
し
た
品
種

改
良
の
取
り
組
み
強
化
に
つ

い
て
。

答
④
　
近
年
麦
の
国
際
価
格

が
上
昇
し
、
中
国
、
イ
ン
ド

の
食
料
需
要
の
拡
大
等
で
米

粉
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

今
後
と
も
米
粉
の
生
産
拡
大

と
所
得
保
障
を
国
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

問
⑤
　
吉
田
95
号
線
の
残
地

６
㍍
の
取
得
は
、
地
権
者
か

ら
見
る
と
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
る
が
、
納
税
者
か
ら
見

る
と
無
駄
な
土
地
を
取
得
し

た
の
で
な
い
か
、
ま
た
取
得

額
は
い
く
ら
か
。

答
⑤
　
残
地
約
６
㍍
で
は
地

権
者
に
と
っ
て
継
続
使
用
が

難
し
く
、
残
地
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
取
得
額
は
約
３
，

７
０
０
万
円
だ
が
、
市
の
財

源
か
ら
の
持
ち
出
し
は
工
事

費
を
含
め
て
約
６
０
０
万
円

程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

問
①
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

完
全
移
行
ま
で
２
年
半
、
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー

購
入
者
、
も
し
く
は
高
齢
者

に
助
成
金
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答
①
　
国
は
、
受
信
機
は
視

聴
者
の
自
己
負
担
で
整
備
を

基
本
と
し
つ
つ
も
、
21
年
度

の
予
算
に
お
い
て
、
生
活
保

護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税
の

障
が
い
者
世
帯
へ
の
受
信
機

購
入
の
支
援
を
行
う
方
針
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
②
　
火
災
報
知
器
に
つ
い

て
、
市
営
住
宅
等
に
対
す
る

設
置
状
況
と
見
通
し
は
ど
う

か
。
ま
た
、
市
が
市
営
住
宅

に
対
し
て
全
額
負
担
す
る
よ

う
に
、
高
齢
者
等
に
対
す
る

助
成
を
強
く
求
め
た
い
。

答
②
　
市
営
住
宅
５
５
５
戸

の
う
ち
、
２
５
６
戸
設
置
を

完
了
し
て
い
る
。
22
年
度
末

ま
で
に
設
置
を
完
了
さ
せ
た

い
。
現
時
点
で
は
高
齢
者
す

べ
て
に
対
す
る
助
成
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

問
③
　
市
営
住
宅
に
つ
い

て
、
入
居
希
望
者
に
十
分
対

応
で
き
て
い
る
か
。
入
居
停

止
を
解
除
し
対
応
で
き
な
い

か
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
の
た
め
、
受
け
入
れ
態

勢
を
望
む
が
ど
う
か
。

答
③
　
入
居
停
止
の
住
宅
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
補

修
を
し
て
入
居
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
現
状
で
は
難
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か

し
、
最
近
の
厳
し
い
経
済
状

況
下
に
お
い
て
、
状
況
に
応

じ
た
柔
軟
な
対
応
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問
④
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

装
着
率
は
向
上
し
て
い
る

か
。
な
ぜ
補
助
金
上
限
額

３
万
円
か
ら
１
万
円
に
大
幅

に
下
げ
よ
う
と
さ
れ
る
の

問
①
　
常
識
的
に
は
考
え
ら

れ
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
本

来
旧
燕
市
が
責
任
を
持
っ
て

支
払
う
べ
き
負
担
金
や
補
助

金
等
に
つ
い
て
、
土
地
改
良

区
燕
支
所
の
名
目
で
借
り
入

れ
し
た
事
実
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
手
法
を
取
っ
た
の
か
。

平
成
６
年
か
ら
平
成
30
年
ま

で
の
借
入
金
額
と
、
そ
の
償

還
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
　
平
成
21
年
度
当
初
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
土
地

改
良
区
燕
支
所
に
対
す
る
土

地
改
良
事
業
補
助
金
は
６
件

あ
り
、
農
林
金
融
公
庫
関
係

で
は
農
道
整
備
に
係
る
も
の

が
２
件
、
排
水
路
整
備
に
係

る
も
の
が
３
件
、
平
成
18
年

度
に
農
林
金
融
公
庫
か
ら
越

後
中
央
農
業
協
同
組
合
に
借

り
換
え
を
行
っ
た
排
水
路
整

備
事
業
が
１
件
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る

借
入
金
の
合
計
額
は
、
６
億

３
，
５
８
３
万
７
，
０
０
０

円
で
あ
り
、
平
成
21
年
度
以

降
に
燕
市
が
補
助
金
と
し

て
交
付
す
る
額
が
１
億
２
，

８
８
８
万
７
，
０
０
０

円
、
そ
の
う
ち
利
息
は
１
，

２
２
３
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
補
助
金
交
付
予

定
期
間
の
も
っ
と
も
長
い
も

の
は
、
平
成
38
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
が
支
払
う
べ
き

金
額
を
土
地
改
良
区
燕
支
所

の
名
目
で
借
り
入
れ
を
し
た

理
由
で
あ
る
が
、
本
来
こ
れ

ら
の
補
助
金
は
、
事
業
実
施

年
度
に
全
額
旧
燕
市
が
支
払

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、

当
時
、
旧
燕
市
は
財
政
的
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら

に
農
家
か
ら
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
、
市
の
補
助
金
を

土
地
改
良
区
燕
支
所
が
低
金

利
の
農
林
金
融
公
庫
か
ら
借

り
入
れ
し
、
そ
れ
に
対
す
る

債
務
負
担
行
為
の
議
会
議
決

を
経
た
上
で
、
毎
年
そ
の
償

還
額
相
当
分
を
補
助
金
と
し

て
交
付
し
て
い
る
。

問
②
　
平
成
18
年
度
に
借
り

換
え
を
し
た
が
、
な
ぜ
安
い

金
利
に
借
り
換
え
し
な
か
っ

た
の
か
伺
う
。

答
②
　
18
年
度
に
入
り
金
融

公
庫
と
協
議
し
、
排
水
路
整

備
事
業
に
係
る
借
入
金
61
件

を
農
林
金
融
公
庫
か
ら
越
後

中
央
農
業
協
同
組
合
に
借
り

換
え
を
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
い
約
７
３
２
万
４
，

０
０
０
円
の
利
息
の
軽
減
が

見
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
燕
市
の
財
政
見
通
し
と
吉
田
95
号
線

の
残
地
６
㍍
買
収
は
無
駄
で
は
な
い
か

大
原
　
伊
一
　
議
員

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、

安
心
・
安
全
の
下
支
え
を
し
っ
か
り
と

渡
邉
　
正
明
　
議
員

か
。
補
助
率
50
％
、
１
万
円

で
大
多
数
の
購
入
者
を
カ
バ

ー
で
き
る
の
か
ど
う
か
。

答
④
　
装
着
率
は
20
年
４
月

か
ら
21
年
１
月
ま
で
の
調
査

で
は
52
・
５
％
と
な
っ
て
お

り
、
交
通
安
全
の
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
限
度
額
３
万
円
の
補

助
件
数
は
13
件
、全
体
の
４
・

４
％
と
少
数
。
高
額
な
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
限
度
い
っ

ぱ
い
の
補
助
金
を
交
付
す
る

よ
り
、
低
価
格
の
補
助
率
を

上
げ
る
こ
と
で
自
己
負
担
を

少
な
く
し
、
幅
広
く
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
考
え

た
。
補
助
率
は
購
入
価
格
の

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
、
限

度
額
を
１
万
円
、
対
象
児
１

名
に
つ
き
１
回
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

財
政
崩
壊
の
危
機
目
前
に
迫
る
!!

塙
　
　
　
豊
　
議
員

土
地
改
良
区
の
負
担
金
に
つ
い
て

土
田
　
　
昇
　
議
員

６７
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問
①
　
合
併
前
の
旧
燕
市
で

「
子
育
て
世
代
を
応
援
し
、

子
育
て
環
境
の
整
備
を
図
る

上
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
求
め
た
。
当
局

資
料
で
は
19
年
度
の
平
均
は

１
万
３
，８
２
３
円
で
あ
り
、

補
助
上
限
が
１
万
円
に
下
が

る
の
で
は
子
育
て
世
帯
へ
の

応
援
姿
勢
は
大
き
く
後
退
す

る
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
費
補
助
は
現
状
を
維
持
す

べ
き
だ
。

答
①
　
県
内
で
は
20
市
中
４

市
が
実
施
。
廃
止
し
た
自
治

体
も
あ
る
と
聞
く
。
乳
児
〜

児
童
シ
ー
ト
の
件
数
は
13
件

と
少
な
い
。
低
価
格
購
入
の

方
の
自
己
負
担
を
少
な
く
と

考
え
、
補
助
率
を
10
分
の
４ 

か
ら
２
分
の
1
に
上
げ
、
１

回
ま
で
１
万
円
上
限
と
す
る
。

問
②
　
子
ど
も
の
通
院
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
、
県
が
子

ど
も
（
18
歳
ま
で
）
が
３
人

い
る
世
帯
は
小
学
校
３
年
生

ま
で
と
す
る
。
平
等
・
公
平

の
観
点
か
ら
県
の
拡
大
に
合

わ
せ
て
３
年
生
ま
で
全
員
に

拡
大
す
る
べ
き
だ
。

　
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
い
金
は
、
不
公
平
な
形
で

多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る

事
業
だ
が
、
何
の
検
証
も
せ

ず
に
続
け
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
見
直
す
べ
き
だ
。

答
②
　
県
の
改
正
で
助
成
対

象
年
齢
が
一
部
改
正
さ
れ

た
。
議
会
で
再
三
質
問
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
に
お
い
て
も
１
学
年
ご
と

の
段
階
的
引
き
上
げ
は
検
討

も
必
要
と
考
え
る
。
祝
い
金

は
他
市
と
の
差
別
化
を
図
り

市
が
応
援
し
て
い
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
分
か
り
や
す

く
経
済
的
支
援
と
し
て
定
着

し
て
き
た
と
考
え
る
。

問
③
　
現
在
「
食
育
」
に
関

す
る
基
本
計
画
も
作
ら
れ
て

い
な
い
。
学
校
給
食
を
含
む

食
育
の
柱
・
方
向
性
を
示
さ

な
い
中
で
給
食
施
設
の
あ
り

方
を
変
更
す
る
姿
勢
は
示
す

べ
き
で
な
い
。

答
③
　「
食
育
推
進
計
画
」

は
庁
内
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
策
定
作
業
に
取
り
か

か
る
。
教
育
委
員
会
で
は
引

き
続
き
学
校
給
食
の
あ
り
方
、

食
育
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問
①
　
合
併
か
ら
丸
３
年
。

議
会
は
当
然
と
し
て
市
民
か

ら
も
異
論
が
出
て
い
る
案
件

が
多
々
あ
る
。
も
っ
と
説
明

責
任
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

住
民
と
膝
を
交
え
た
議
論
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

市
長
の
自
己
評
価
は
ど
う
か
。

　
吉
田
95
号
線
建
設
事
業

は
、
高
齢
社
会
や
市
街
地
活

性
化
に
向
け
て
、
人
優
先
の

道
路
造
り
と
い
う
国
の
道
路

政
策
に
反
し
、
時
代
に
逆
行

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

私
独
自
の
交
通
量
調
査
で
は

渋
滞
の
時
間
帯
は
な
か
っ

た
。今
の
静
か
な
環
境
に
１
，

６
０
０
台
も
車
を
通
過
さ
せ

る
と
い
う
が
、
保
育
園
の
保

育
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
市
長
は
変
え
る
勇

気
を
持
と
う
と
市
政
方
針
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
検
討
を

求
め
る
。

答
①
　
多
く
の
市
民
の
参
加

を
得
て
総
合
計
画
や
行
革
大

綱
を
策
定
し
た
。
指
摘
い
た

だ
い
た
こ
と
に
関
し
て
２
度

と
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う

に
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ

い
て
、
修
正
を
し
な
が
ら
つ

く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
吉
田
95
号
線
は
、
吉
田
駅

前
中
心
市
街
地
と
北
地
区
を

し
っ
か
り
と
し
た
連
絡
道
路

の
基
盤
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
相
互
地
区
間
交
流
の
拡

大
が
図
ら
れ
、
人
が
集
ま
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
議
会

で
予
算
議
決
さ
れ
た
の
で
事

業
を
進
め
た
い
。

問
②
　
有
機
農
業
推
進
法
が

施
行
さ
れ
、
慣
行
栽
培
か
ら

の
転
換
を
勧
め
る
た
め
の
推

進
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
技
術
の
習
得
と
情

報
の
提
供
が
必
要
。
誇
り
と

責
任
を
持
っ
て
消
費
者
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
農
業
の
あ
り

方
を
考
え
る
時
代
。
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

答
②
　
３
割
減
々
、
５
割

減
々
と
積
み
上
げ
、
有
機
栽

培
に
あ
る
程
度
目
安
が
つ
い

た
段
階
で
、
そ
う
遅
く
な
ら

な
い
時
期
に
関
係
機
関
・
団

体
と
協
議
し
て
推
進
体
制
を

整
え
た
い
。

問
③
　
教
育
立
市
宣
言
を
踏

ま
え
た
独
自
の
取
り
組
み
を

ど
う
進
め
る
の
か
。
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
し
た
子
が
学
力

も
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
体
験
支
援
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
冒
険
遊
び
場

を
月
に
２
～
３
回
開
催
し
て

は
ど
う
か
。
体
験
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
子
ど
も
の
森
に

併
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
③
　
言
語
活
動
・
体
験
活

動
を
重
視
し
、
教
師
が
子
ど

も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

し
、
地
域
全
体
で
学
校
を
支

援
す
る
体
制
を
整
え
た
い
。

問
①
　
市
民
全
体
の
福
祉
向

上
を
目
標
と
す
る
政
策
に
つ

い
て
、
人
口
増
に
向
け
、
若

い
世
代
へ
の
支
援
は
必
須
。

乳
児･

ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
や
知
的
障
が
い
者

福
祉
事
業
助
成
の
支
援
状
況

は
ど
う
か
。
吉
田
95
号
線
道

路
整
備
事
業
は
撤
退
し
た
ら

ど
う
か
。
定
額
給
付
金
事
業

の
会
計
課
の
業
務
内
容
を
伺

う
。

答
①
　
子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
20
年
度
は
23
億
円
の
予

算
を
支
援
事
業
と
し
、
子
育

て
支
援
事
業
の
拡
大
対
応
を

行
う
。特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
が
い
者
手
当
、
障
が

い
児
福
祉
手
当
制
度
に
よ

り
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
。
関
係
団
体
か
ら
の
事

業
運
営
に
も
支
援
を
行
う
。

吉
田
95
号
線
道
路
事
業
は
進

め
て
い
く
中
で
理
解
、
協
力

を
願
い
た
い
。
給
付
金
の
振

り
込
み
に
伴
う
支
払
い
手
続

き
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
し
、

４
月
下
旬
の
支
給
が
確
実
に

進
む
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

問
②
　
食
の
安
全
確
保
と
農

業
後
継
者
の
育
成
、
生
産
調

整
の
取
り
組
み
、
肥
料･

飼

料
・
農
業
資
材
の
価
格
高
騰

に
対
す
る
対
策
は
。

　「
久
賀
美
米
粉
め
ん
」
が

好
評
の
よ
う
だ
が
、
地
産
地

消
を
考
え
特
産
品
と
し
て
力

を
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

答
②
　
農
業
資
材
は
大
幅
に

上
昇
し
、
農
業
経
営
者
に
大

き
な
影
響
が
出
て
い
る
。
緊

急
対
策
と
し
て
「
肥
料
燃
油

高
騰
緊
急
対
策
事
業
」
を
創

設
し
、
燕
市
で
は
７
９
８
名

の
農
家
が
申
請
し
て
い
る
。

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
栽
培

に
取
り
組
む
農
家
に
減
収
分

の
追
加
面
積
配
分
を
行
う
。

　
久
賀
美
米
粉
め
ん
は
毎
月

１
回
の
試
験
的
な
販
売
だ

問
①
　
平
成
18
、
19
年
度
燕

地
区
60
件
、
合
併
特
例
債
、

補
助
・
通
常
事
業
で
合
計
金

額
50
億
７
５
０
万
円
、
起
債

額
24
億
６
，
１
９
０
万
円
。
分

水
地
区
18
件
、
合
併
特
例
債
、

補
助
・
通
常
事
業
で
合
計
金

額
17
億
４
，
７
０
９
万
円
、

起
債
額
６
億
８
，５
９
０
万
円
。

吉
田
地
区
23
件
、
合
併
特
例

債
、
補
助
・
通
常
事
業
で
合

計
金
額
９
億
４
８
２
万
４
，

０
０
０
円
、
起
債
額
５
億
６
，

０
５
０
万
円
。

　
登
載
事
業
の
性
質
か
ら
の

起
因
と
は
言
い
難
く
、
事
業
・

事
業
費
の
差
異
が
大
き
い
。

市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を

実
現
す
る
施
政
方
針
か
ら
懸

け
離
れ
て
い
て
平
準
化
が
保

た
れ
て
い
な
い
。

答
①
　
燕
地
区
の
事
業
は
、

大
規
模
街
路
事
業
等
や
維
持

補
修
的
な
改
修
事
業
が
多
い。

今
後
は
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
一

体
性
の
確
保
に
資
す
る
事
業

に
つ
い
て
推
進
し
た
い
。
　

問
②
　
燕
地
区
が
合
併
直
後

か
ら
こ
れ
ほ
ど
重
要
度
、
緊

急
度
、
優
先
事
業
が
あ
る
こ

と
に
対
し
て
ど
う
受
け
止
め

る
か
。

答
②
　一つ
の
経
過
と
、
燕
地

区
の
置
か
れ
て
い
る
地
域
の

現
状
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問
③
　
市
の
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
は
、
景
気
低
迷
に
よ

り
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の

減
収
に
よ
る
も
の
だ
け
か
。
償

還
す
べき
債
務
は
、
平
成
19
年

度
末一般
会
計
地
方
債
、
燕
地

区
１
０
７
億
１
，
３
４
１
万

円
。
吉
田
地
区
43
億
５
，

３
５
２
万
円
。
分
水
地
区

31
億
４
，
６
１
２
万
円
の
計

２
７
７
億
９
，
０
８
９
万
円
。

　
こ
れ
か
ら
進
捗
状
況
は

極
め
て
厳
し
い
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
、
燕
地
区

１
１
４
億
５
，
３
５
２
万
円
。

吉
田
地
区
26
億
１
，
７
８
９

万
円
。
分
水
地
区
24
億
９
，

４
８
２
万
円
。
合
併
後
の
燕

市
43
億
４
，
０
９
０
万
円
で

計
２
０
９
億
６
９
４
万
円
。

　
一
般
会
計
・
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
合
計

４
８
６
億
９
，
７
８
４
万
円
。

そ
し
て
多
少
減
額
傾
向
だ
が

水
道
事
業
会
計
、
燕
地
区

51
億
４
，
１
０
０
万
円
。
吉

田
地
区
２
億
８
，
７
０
０
万

円
。分
水
地
区
５
１
５
万
円
。

こ
れ
が
燕
市
財
政
負
担
、
ひ

っ
迫
に
な
っ
て
い
る
最
大
の

要
因
で
は
な
い
か
。

答
③
　
償
還
計
画
ピ
ー
ク
時

は
平
成
26
年
で
、
19
年
度
当

市
一
人
当
た
り
の
起
債
残
高

33
万
円
で
今
の
経
済
状
況
に

合
わ
せ
た
見
直
し
対
策
も
今

後
真
剣
に
取
り
組
む
考
え
で

す
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
補
助
、３
回
・
３
万
円

上
限
か
ら
１
回
・
１
万
円
上
限
に
後
退

合
併
後
３
年
間
の
自
己
評
価
は
ど
う
か
。

95
号
線
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
。

齋
藤
　
紀
美
江
　
議
員

合
併
特
例
債
、補
助・通
常
事
業
平
均
起
債
割
合

燕
地
区
66
％
、分
水
地
区
19
％
、吉
田
地
区
15
％

若
い
世
代
支
援
と
医
療
費
助
成
支
援

運
動
習
慣
の
あ
る
子
は
学
力
調
査
上
位

大
岩
　
　
勉
　
議
員

が
、
地
元
特
産
品
と
し
て
需

要
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

問
③
　
学
校
教
育
と
運
動
習

慣
の
あ
る
子
は
学
力
調
査
も

上
位
。
全
国
体
力
テ
ス
ト
で

新
潟
県
は
３
位
。
運
動
部
の

活
動
が
盛
ん
な
学
校
は
学
力

調
査
も
上
位
。
小
中
川
小
学

校
は
県
平
均
を
も
上
回
っ
て

い
る
が
、
北
中
学
校
は
部
活

の
衰
退
、
休
部
、
廃
部
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
現
実
を
ど

う
考
え
る
か
。

　
小
中
学
校
の
建
設
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

答
③
　
燕
市
で
は
県
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
全
国
的
に
体

力
は
高
ま
っ
て
い
る
。
知
・

徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
指

導
支
援
し
て
い
く
。

　
吉
田
南
小
学
校
、
燕
中
学

校
は
３
割
の
出
来
高
が
遅
れ

て
い
る
。
燕
南
小
は
予
定
ど

お
り
進
ん
で
い
る
。

山
﨑
　
雅
男
　
議
員

長
井
　
由
喜
雄
　
議
員

▼チャイルドシートの申請状況 ･･ 補助額は確実に減ってしまいます
種　類 19年度件数 20年度件数

乳児用 ４ １
幼児用 ３ １
児童用 １４ ２１
乳児 ･ 幼児用 １９６ ２１５
幼児・児童用 ３８ ４６
乳児 ･ 幼児・児童用 １８ １３

合　　計 ２７３ ２９７
１件あたり補助額(円) １３，２８３ １２，４４５
※ 20年度は4月から1月分までの数値です
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問
①
　
こ
の
事
業
に
対
す
る

反
対
意
見
は
、
提
案
理
由
の

説
明
が
不
十
分
と
思
う
が
。

政
治
は
10
年
先
、
20
年
先
を

見
越
し
た
政
策
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
今
の
経
済
状
況

を
単
純
に
近
視
眼
的
に
と
ら

え
、
無
駄
な
道
路
と
反
対
し

て
い
る
と
思
う
。
Ｊ
Ｒ
吉
田

駅
前
か
ら
西
川
に
か
け
て
の

吉
田
地
区
中
心
市
街
地
や
、

商
店
街
な
ど
の
衰
退
は
著
し

い
状
況
で
あ
り
、
高
齢
者
か

ら
「
今
は
運
転
で
き
る
が
、

10
年
後
私
た
ち
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
」
と
い
う
趣
旨

の
話
を
た
び
た
び
耳
に
す

る
。
地
元
議
員
と
し
て
聞
き

流
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
吉
田
駅
前
を
駐
車
場

化
し
、
そ
の
中
に
小
規
模
複

合
ビ
ル
を
建
設
す
る
。
１
階

は
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、

２
階
は
銀
行
、
図
書
館
、
３

階
は
保
育
園
、
介
護
施
設
等

に
す
る
な
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
都
市
機
能
を
有
す
る
中
高

年
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
官
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

話
し
合
う
と
き
と
思
う
。
こ

の
道
路
は
大
災
害
時
の
避
難

路
、
救
援
路
で
あ
り
、
吉
田

環
状
線
の
完
成
、
沿
道
の
県

立
吉
田
高
校
も
全
容
を
現

し
、
米
百
俵
の
精
神
も
必
要

で
あ
る
。
こ
の
事
業
を
経
済

不
況
対
策
と
す
べ
き
と
思
う

が
。

答
①
　
道
路

整
備
に
か
か

る
土
地
建
物

な
ど
工
作
物

29
件
の
う

ち
、
20
年
度

事
業
３
件
の

契
約
を
締
結

し
た
。
国
道

１
１
６
号
バ

イ
パ
ス
な

ど
、
吉
田
地

区
の
将
来
的
な
交
通
、
ま
ち

づ
く
り
を
見
据
え
総
合
的
観

点
か
ら
重
要
幹
線
。
吉
田
駅

前
と
文
教
施
設
、
老
人
セ
ン

タ
ー
な
ど
吉
田
北
地
区
を
結

び
、
通
勤
、
通
学
、
施
設
利

用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
も
の
。
総
事
業
費
11
億

円
、
合
併
特
例
債
、
国
庫
支

出
金
な
ど
の
利
用
で
市
単
独

の
負
担
は
、
一
般
財
源
が

70
万
円
、
特
例
債
は
交
付

税
算
入
で
70
％
が
予
定
さ

れ
、
約
１
億
６
，

０
０
０
万
円
が

持
ち
出
し
。
事

業
の
前
倒
し
は

新
市
建
設
計
画

の
特
例
債
事
業

で
、
事
業
の
平

準
化
か
ら
も
非

常
に
難
し
い
。

地
元
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

問
①
　
燕
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
全
体
構
想
案
が
示
さ
れ

た
が
、
市
長
は
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。
来
年
度
の
地
域

別
構
想
案
を
策
定
す
る
会
議

は
若
年
層
を
交
え
て
行
う
の

か
。

答
①
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
新
燕
市
と
な
り
、

３
地
区
で
策
定
し
た
計
画
を

統
合
し
て
、
一
体
の
都
市
と

し
て
の
整
備
に
全
体
構
想
、

地
域
別
構
想
、
実
現
化
構
想

と
あ
る
。
一
体
で
な
い
と
評

価
は
難
し
い
が
、
人
口
減
少

な
ど
を
踏
ま
え
た
集
約
型･

コ
ン
パ
ク
ト
型
の
都
市
構
造

に
転
換
し
、
地
球
環
境
に
も

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
地
域
別
構
想
は
市
民
が

地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
将

来
像
を
描
い
て
策
定
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
13
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
各
６
人
の

合
わ
せ
て
78
人
の
策
定
市
民

会
議
を
設
置
す
る
。

問
②
　
国
道
１
１
６
号
線
吉

田
バ
イ
パ
ス
は
、
い
ま
だ
に

説
明
会
が
な
い
が
、
現
状
は

ど
う
な
の
か
。

答
②
　
１
１
６
号
線
吉
田
バ

イ
パ
ス
は
、
昨
年
６
月
の
住

民
説
明
会
で
直
径
５
０
０
㍍

の
ル
ー
ト
帯
が
示
さ
れ
、
環

境
影
響
評
価
が
進
ん
だ
が
、

そ
れ
以
来
、
市
民
に
は
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
。
理
由
と
し

て
は
道
路
特
定
財
源
の
一
般

財
源
化
や
、
１
１
６
号
線
の

整
備
、
維
持
管
理
を
県
に
移

管
す
る
な
ど
の
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地

方
分
権
推
進
委
員
会
の
第
３

次
勧
告
で
何
ら
か
の
動
き
が

あ
る
と
思
う
。

問
③
　
都
市
計
画
用
途
地
域

面
積
の
１
，
８
３
７
㌶
に
対

し
、
４
１
４
㌶
は
低
・
未
利

用
地
と
し
て
混
在
し
て
お

り
、
農
振
除
外
の
足
か
せ
に

な
っ
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
と
同
時
の
見
直
し

は
可
能
か
。

答
③
　
同
時
に
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
３
地
区
の
農

業
振
興
地
域
計
画
は
５
年
ご

と
の
変
更
で
、
次
は
22
年

度
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
21

年
度
の
最
終
策
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
民
間
業
者
か
ら
の
農
業
振

興
地
域
・
農
用
地
に
お
け
る

開
発
事
業
は
、
低
・
未
利
用

地
の
活
用
を
優
先
す
べ
く
指

導
し
て
い
く
。

問
①
　
９
月
下
旬
よ
り
新
潟

県
で
45
年
ぶ
り
の
国
体
が
開

催
さ
れ
、
燕
市
で
は
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
と
空
手
道
の
競
技
が

行
わ
れ
る
。
き
っ
と
大
勢
の

大
会
関
係
者
と
選
手
の
応
援

を
兼
ね
た
観
光
客
も
来
る
と

思
う
。
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
は
、
後

半
に
は
視
聴
率
も
ぐ
ん
ぐ
ん

と
上
が
っ
た
。
そ
の
後
を
受

け
て
の
「
天
地
人
」
は
、
新

潟
県
に
は
関
係
の
深
い
ド
ラ

マ
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ

め
民
放
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
で

も
連
日
直
江
兼
続
の
話
が
載

っ
て
い
る
。
国
体
と
直
江
兼

続
の
人
気
ド
ラ
マ
を
ド
ッ
キ

ン
グ
を
さ
せ
た
今
年
度
特
別

の
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

答
①
　
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地

人
」
の
高
視
聴
率
と
９
月
か

ら
の
国
体
に
は
、
全
国
各
地

よ
り
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ

る
こ
と
と
思
う
。
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
県
内
自
治
体

の
観
光
関
係
者
が
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
と
連
携
を
し
て
「
う
ま

さ
ぎ
っ
し
り
新
潟
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
全
国
か
ら

誘
客
を
図
る
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。

問
②
　
今
あ
る
マ
ッ
プ
は
旧

３
市
町
が
合
併
時
に
持
ち
寄

っ
た
観
光
マ
ッ
プ
を
組
み
合

わ
せ
て
作
っ
た
も
の
。
こ
の

際
、
新
し
い
観
光
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
は
。

答
②
　
今
年
度
は
燕
市
へ
大

勢
の
観
光
客
が
来
る
こ
と
と

思
う
。
こ
の
機
会
に
新
し
い

観
光
マ
ッ
プ
を
作
り

燕
市
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
て
い
く
。

問
③
　「
て
ま
り
の

湯
」
の
足
湯
の
温
度

が
ぬ
る
い
。
改
善
の

計
画
は
。

答
③
　
点
検
の
結

問
①
　
不
況
が
深
刻
化
、
長

期
化
し
て
い
く
中
、
不
況
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

不
況
に
よ
る
税
収
減
の
中
、

景
気
対
策
に
か
か
る
財
源
確

保
は
大
丈
夫
か
。

答
①
　
金
融
面
で
は
、
保
証

料
を
全
額
市
が
補
助
す
る
経

営
安
定
化
緊
急
対
策
資
金
の

融
資
制
度
を
創
設
す
る
な
ど

支
援
策
を
行
っ
て
い
る
。
当

初
８
億
円
を
想
定
し
て
い
た

が
、
融
資
枠
を
32
億
円
ま
で

拡
大
し
た
。
信
用
保
証
料
の

助
成
に
つ
い
て
は
、
約
１
億

円
を
追
加
す
る
。

　
国
の
２
次
補
正
に
か
か
る

景
気
刺
激
策
と
し
て
９
事
業

約
６
，
０
８
３
万
円
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
を
、
29
事
業

約
１
億
６
，
９
０
０
万
円
の

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
を
補
正
対
応

し
て
い
き
た
い
。
財
源
に
関

し
て
は
、
国
の
追
加
対
策
や

地
方
交
付
税
等
で
対
応
し
て

も
ら
う
よ
う
国
・
県
に
対
し

要
望
し
て
い
く
。

　
雇
用
対
策
に
お
い
て
は
、

中
小
企
業
雇
用
安
定
助
成
金

制
度
を
活
用
し
、
助
成
金
を

申
請
す
る
際
の
事
務
経
費
の

一
部
助
成
を
検
討
中
。

　
燕
三
条
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
経
済
対
策
事
業
と
し
て
、

総
額
１
億
３
，
２
３
０
万
円

の
事
業
予
算
で
、
地
域
内
企

業
の
事
業
展
開
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

問
②
　
市
職
員
の
人
件
費
は

１
人
約
７
８
０
万
円
と
聞
く

が
、
平
均
年
収
は
ど
れ
く
ら

い
か
。

答
②
　
平
均
給
与
額
は
平
成

19
年
度
決
算
に
お
い
て
１
人

あ
た
り
５
８
７
万
円
。

問
③
　
不
況
下
、
２
，
０
０

０
万
円
以
上
の
退
職
金
が
、

34
名
の
方
に
約
７
億
円
が
出

る
。
こ
の
違
和
感
が
市
民
感

情
で
あ
り
、
建
設
計
画
が
批

判
さ
れ
る
要
因
で
も
あ
る
と

思
う
。
今
が
建
設
計
画
の
基

本
的
な
方
向
、
納
得
の
い
く

財
政
計
画
の
下
、
全
体
を
見

据
え
て
見
直
す
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
③
　
合
併
協
議
時
か
ら
の

新
市
建
設
計
画
の
見
直
し
を

継
続
的
に
や
っ
て
き
た
。
結

果
約
１
０
８
億
円
の
事
業
費

を
削
減
し
、
公
債
費
や
維
持

管
理
費
等
の
後
年
度
負
担
も

反
映
し
て
財
政
計
画
の
再
構

築
を
し
て
い
る
。
総
合
計
画

に
基
づ
く
事
業
は
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に

は
景
気
対
策
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
経

済
の
動
向
、
国
の
動
き
方
を

十
分
し
ん
酌
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

経
済
対
策
と
し
て
も
吉
田
95
号
線
は

や
る
べ
き
！
反
対
は
時
代
の
傍
観
者
!!

燕
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

全
体
構
想
か
ら
地
域
別
構
想
策
定
へ

中
島
　
義
和
　
議
員

不
況
に
よ
る
税
収
減
の
中

景
気
対
策
と
建
設
計
画
の
財
源
は

中
山
　
眞
二
　
議
員

燕
市
の
観
光
に
つ
い
て 須

田
　
一
郎
　
議
員

果
、
熱
交
換
に
不
具
合
が
あ

っ
た
が
、現
在
は
改
善
し
た
。

問
④
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
。
燕
市
も
さ
っ
そ
く
取

り
入
れ
た
が
、
結
果
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
か
。

答
④
　
昨
年
の
４
月
か
ら

ふ
る
さ
と
納
税
が
ス
タ
ー

ト
し
、
８
名
の
方
々
か
ら

18
万
５
，
０
０
０
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
燕

市
に
生
ま
れ
た
方
、
両
親
あ

る
い
は
祖
父
母
が
燕
市
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
な
ど
、

燕
市
に
愛
着
を
持
っ
て
応
援

を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
ご

寄
附
を
お
願
い
し
て
い
く
。

▲縁結之神が祭られている酒
呑童子神社と五重塔

田
村
　
善
典
　
議
員

▲渋滞が顕在化の現国道 116 号線

▲吉田地区中心市街地図
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問
①
　
新
庁
舎
建
設
で
年
間

２
億
円
の
経
費
削
減
が
で
き

る
と
し
、
そ
の
２
億
円
に
新

庁
舎
建
設
後
不
要
に
な
る
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し

て
い
る
職
員
20
人
分
の
人
件

費
１
億
５
，
６
０
０
万
円
を

含
め
て
い
る
が
、
職
員
は

首
に
で
き
な
い
こ
と
か
ら

１
億
５
，
６
０
０
万
円
は
削

減
対
象
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ

か
、
そ
の
職
員
20
人
分
は
余

剰
人
員
と
し
て
税
金
の
ム
ダ

づ
か
い
と
み
な
さ
れ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
新
庁
舎
建
設

で
年
間
２
億
円
の
経
費
節
減

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
じ
つ
け
で
は
な
い
の
か
。

答
①
　
新
庁
舎
建
設
に
よ
る

年
間
２
億
円
の
経
費
節
減
の

効
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
占

め
る
割
合
が
も
っ
と
も
大
き

い
人
件
費
を
「
新
庁
舎
建
設

の
お
知
ら
せ
版
」
の
冒
頭
に

記
載
し
た
も
の
で
、
職
員
数

に
つ
い
て
は
計
画
的
に
退
職

者
の
補
充
を
抑
制
し
て
い
く

も
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
配
置
職
員
の
削
減
部
分

が
新
庁
舎
建
設
時
に
余
剰
人

員
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

本
庁
機
能
の
一
本
化
が
で
き

な
け
れ
ば
退
職
者
の
補
充
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
経
費
の
削
減
効
果
と
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

問
②
　
役
所
を
何
年
に
一
度

し
か
訪
れ
な
い
市
民
に
と
っ

て
は
、
新
庁
舎
建
設
に
よ
る

分
か
り
や
す
い
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
実
現
や
市
民
交
流
の
場

の
提
供
よ
り
も
、
日
々
の
生

活
に
直
結
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
先
で
は
な
い
の

か
。

　
介
護
保
険
料
を
取
り
な
が

ら
、
６
０
０
人
に
も
近
い
特

養
入
所
待
ち
の
人
た
ち
に
我

慢
を
強
い
、
新
庁
舎
建
設
を

最
優
先
す
る
こ
と
。
さ
ら
に

は
新
庁
舎
建
設
を
最
優
先
せ

ん
が
た
め
に
福
祉
を
切
り
詰

め
る
。
そ
れ
が
、
市
民
の
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
小

林
市
政
な
の
か
。

答
②
　
市
民
が
何
年
に
一
度

し
か
訪
れ
な
い
新
庁
舎
よ
り

も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
を
優
先
す
べ
き
と
の

ご
意
見
で
あ
る
が
、
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
民
間
活
力
の
導
入
や
在

宅
介
護
施
設
の
充
実
を
含
め

て
別
途
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
も
の
で
、
新
庁
舎
建
設

の
た
め
に
福
祉
を
切
り
詰
め

る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

問
①
　
吉
田
小
学
校
の
通
学

路
で
、
学
校
交
差
点
か
ら
吉

田
橋
を
通
る
と
こ
ろ
は
、
歩

道
も
な
い
状
態
で
、
特
に
危

険
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の

安
心
・
安
全
を
考
え
、
こ
の

通
学
路
は
見
直
し
な
ど
の
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
①
　
吉
田
橋
を
通
る
通
学

路
は
開
校
時
か
ら
の
も
の
だ

が
、
昨
年
12
月
に
学
校
、
市

の
交
通
担
当
、
警
察
と
現
地

を
歩
い
て
み
た
。
吉
田
小
北

側
か
ら
の
学
び
橋
を
通
る
経

路
も
確
認
し
た
が
、
距
離
が

遠
く
な
る
。
現
状
の
対
応
と

し
て
、
運
転
者
に
注
意
を
喚

起
す
る
看
板
を
取
り
付
け

た
。
こ
の
通
学
路
は
県
道
だ

が
、
今
後
、
学
校
、
保
護
者
、

地
元
の
住
民
、教
育
委
員
会
、

道
路
管
理
者
、
警
察
等
と
十

分
に
協
議
を
し
、
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問
②
　
吉
田
95
号
線
道
路
整

備
事
業
に
つ
い
て
。

①
平
成
18
年
度
の
予
算
書
で

は
、
測
量
設
計
業
務
委
託
料

１
，
９
９
６
万
円
と
記
載
さ

れ
て
い
た
が
、
測
量
設
計
業

務
委
託
料
は
６
３
０
万
円

で
、
１
，
２
０
０
万
円
は
物

件
調
査
に
使
わ
れ
て
い
た
。

他
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ら
２

つ
の
項
目
は
別
々
に
計
上
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
し
な

か
っ
た
の
か
。

②
12
月
定
例
会
。
市
道
路
線

認
定
で
、
最
大
幅
員
が
16
㍍

と
い
う
話
だ
っ
た
が
、
実
際

は
何
㍍
あ
る
の
か
。

③
今
後
の
用
地
取
得
は
、
反

対
し
て
い
る
地
権
者
を
説
得

で
き
な
け
れ
ば
先
に
進
ま
な

い
覚
悟
で
仕
事
す
べ
き
と
思

う
が
。

④
合
併
前
の
平
成
17
年
に
は

計
画
法
線
図
が
で
き
て
い
な

が
ら
、
な
ぜ
？
議
会
に
示
し

て
説
明
し
な
か
っ
た
の
か
。

問
①
　
平
成
18
年
か
ら
県
と

市
町
村
で
進
め
て
き
た
徴
税

職
員
の
人
事
交
流
で
得
た
も

の
は
何
か
。
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
新
潟
県
地
方
税
徴

収
機
構
が
設
置
さ
れ
る
。
そ

こ
で
徴
収
率
向
上
の
見
込
み

は
。
ま
た
、
こ
の
機
構
の
設

置
に
当
た
り
、
加
茂
市
が
不

参
加
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
①
　
２
年
間
、
県
の
税
務

専
門
員
を
１
名
、
毎
週
木
曜

日
に
派
遣
し
て
も
ら
い
、
市

職
員
と
一
緒
に
納
税
交
渉
、

財
産
調
査
、
滞
納
処
分
、
執

行
停
止
に
関
す
る
事
務
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
事
案
に
対

す
る
情
報
徴
収
技
術
の
向
上

に
大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
徴
収
機
構

へ
の
滞
納
事
業
の
引
き
継
ぎ

基
準
で
は
、
そ
の
総
額
が
市

に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね
50
万

円
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
団

体
が
抱
え
る
長
年
の
困
難
事

案
を
中
心
に
引
き
継
ぐ
。
加

茂
市
の
不
参
加
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
な
い
。

問
②
　
学
校
給
食
費
、
保
育

料
の
滞
納
状
況
と
、
新
市
に

な
っ
て
５
年
以
上
滞
納
者
の

時
効
を
受
け
た
件
数
は
何
件

か
。
今
後
、
職
員
の
滞
納
者

に
対
す
る
取
り
組
み
は
で
き

る
と
思
う
か
。

答
②
　
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
、
学

校
、
保
護
者
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
滞
納
の
な
い
よ

う
に
努
め
る
。
保
育
料
の
滞

納
は
、
現
時
点
で
未
納
金

残
高
９
２
０
万
６
，
４
０
０

円
、
そ
の
う
ち
公
立
保
育
園

分
７
２
０
万
８
，
０
０
０
円
、

私
立
保
育
園
分
１
９
９
万
８
，

４
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
消

滅
時
効
に
当
た
る
件
数
は
26

件
で
３
５
０
万
円
に
な
る
。

今
後
の
滞
納
者
に
対
す
る
取

り
組
み
は
、
部
課
を
越
え
た

連
携
や
業
務
の
見
直
し
等
、

全
庁
的
レ
ベ
ル
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

問
③
　
公
営
住
宅
使
用
料
の

徴
収
に
つ
い
て
特
に
改
善
が

見
ら
れ
な
い
が
、
今
後
の
対

策
は
。
ま
た
、
民
間
委
託
は

ど
う
か
。

答
③
　
徴
収
率
向
上
に
向
け

て
電
話
、
訪
問
面
接
を
実
施

し
、
成
果
を
出
す
こ
と
に
努

め
て
い
る
。
民
間
委
託
は
可

能
だ
が
燕
市
と
し
て
は
今
後

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

問
④
　
定
額
給
付
金
１
人

１
万
２
，
０
０
０
円
の
給
付

受
取
人
４
９
，
１
１
９
人

に
、
燕
市
独
自
で
１
人
５
，

０
０
０
円
を
上
乗
せ
し
て

１
万
７
，
０
０
０
円
を
給
付

し
た
ら
ど
う
か
。

答
④
　
５
，
０
０
０
円
上
乗

せ
す
る
と
、
２
億
４
，
６
０

０
万
円
の
財
源
が
必
要
と
な

り
、
財
源
確
保
は
難
し
い
。

新
庁
舎
建
設
に
よ
る　

　
２
億
円
の
経
費
削
減
は　
ほ
ん
と
う
か
？

滞
納
者
対
策
と
不
況
対
策
に
つ
い
て

平
原
　
一
吉
　
議
員

吉
田
95
号
線
、
な
ぜ
？

　
　

情
報
公
開
を
し
な
い
の
か
？

答
②
　
①
本
来
で
あ
れ
ば
、

項
目
を
別
に
計
上
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
今
後
は
十
分
に
留

意
す
る
。

②
植
樹
帯
等
の
道
路
付
属
物

を
含
め
た
最
大
幅
員
は
、
起

点
側
、
県
道
月
潟
吉
田
線
と

の
交
差
点
部
分
で
、
26
㍍
と

な
る
。

③
平
成
21
年
度
は
、用
地
１
，

０
１
５
平
方
㍍
と
建
物
５
棟

を
予
定
し
て
い
る
。
誠
意
を

尽
く
し
て
交
渉
に
努
め
て
い

き
た
い
。

④
な
ぜ
、
大
き
な
図
面
を
示

さ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
今
ご
指
摘

を
さ
れ
れ
ば
我
々
も
最
初
か

ら
か
え
っ
て
そ
の
図
面
を
、

き
ち
っ
と
出
し
て
ご
説
明
を

申
し
上
げ
て
お
け
ば
、
皆
さ

ん
方
の
早
く
ご
理
解
を
い
た

だ
い
た
な
、
と
深
く
反
省
を

い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

阿
部
　
健
二
　
議
員

タ
ナ
カ
・
キ
ン
　
議
員

正副議長及び議員の
報酬額が改正されました
　３月定例会で、正副議長及び議員
の報酬額を３％引き下げする「議案
第 15 号　燕市議会の議員の議員報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部改正に
ついて」が提出され、審議の結果、賛成
多数で原案どおり可決されました。
　改正後の報酬額は、４月から施行され
ることになりました。議員報酬額は、次
のとおりです。

改正後 改正前
議　長 348,100 円 358,900 円 
副議長 288,700 円 297,700 円
議　員 274,700 円 283,200 円 

※政務調査費とは…
　地方自治法第 100 条第 13 項、14 項の規定
に基づき、市町村が条例を制定して、議会にお
ける会派や議員が、地方行政等に関する諸制度
や市政及び国政の動向などに対する専門的な知
識を得るための調査研究を行うために必要な経
費の一部として交付する経費のことです。この
条例により、議会における会派または議員に対
して「政務調査費」を交付することとなります。

市 名
人　口
( 人 )

報     酬  （円） ※政務調査費
議  長 副議長 議  員 1 人年額（円）

新　潟 801,998 778,000 700,000 653,000 1,800,000
長　岡 279,342 610,000 549,000 512,000 720,000
上　越 207,323 536,000 474,000 446,000 600,000
三　条 105,427 458,000 397,000 369,000 360,000
新発田 103,438 498,000 428,000 396,000 240,000
柏　崎 92,174 491,000 420,000 394,000 480,000

燕 83,859 348,100 288,700 274,700 84,000
村　上 69,087 359,800 295,800 273,500 60,000
佐　渡 65,055 349,000 286,000 269,000 96,000
南魚沼 61,670 400,000 350,000 300,000 60,000
十日町 61,052 392,000 316,000 300,000 150,000
五　泉 56,604 386,000 316,000 299,000 80,000
糸魚川 49,337 365,000 301,000 282,000 204,000
阿賀野 46,925 337,560 266,750 237,650 60,000
見　附 42,952 364,000 305,000 294,000 50,000
魚　沼 42,140 390,000 320,000 300,000 60,000
小千谷 39,624 390,000 320,000 303,000 96,000
妙　高 36,983 363,000 296,000 283,000 180,000
胎　内 32,315 309,000 251,000 227,000 60,000
加　茂 31,244 375,900 311,100 293,100 60,000

平成21年度
県内20市の議員報酬と政務調査費の状況

（平成21年4月1日現在）
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意見書の提出 3 月定例会では、次の意見書を内閣総理
大臣をはじめ、関係大臣に送付しました。

■３月定例会での議決結果をお知らせします

■市長提出議案（41 件）
議案番号 件　　　　名 審議の結果 採決の状況

報告 第    1   号 専決処分の報告について（平成20年度燕市一般会計補正予算（第６号）） 承　認 全会一致

報告第    2   号 専決処分の報告について（平成20年度燕市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）） 承　認 全会一致

報告 第    3   号 専決処分の報告について（平成20年度燕市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）） 承　認 全会一致

報告 第    4   号 専決処分の報告について（平成20年度燕市一般会計補正予算（第７号）） 承　認 全会一致

議案 第    1   号 平成21年度燕市一般会計予算 可　決 賛成多数

議案 第    2   号 平成21年度燕市国民健康保険特別会計予算 可　決 賛成多数

議案 第    3   号 平成21年度燕市老人保健特別会計予算 可　決 全会一致

議案 第    4   号 平成21年度燕市後期高齢者医療特別会計予算 可　決 賛成多数

議案 第    5   号 平成21年度燕市介護保険事業特別会計予算 可　決 賛成多数

議案 第    6   号 平成21年度燕市公共下水道事業特別会計予算 可　決 賛成多数

議案 第    7   号 平成21年度燕市土地取得特別会計予算 可　決 全会一致

議案 第    8   号 平成21年度燕市住宅団地造成事業特別会計予算 可　決 全会一致

議案 第    9   号 平成21年度燕市企業団地造成事業特別会計予算 可　決 全会一致

議案 第  10  号 平成21年度燕市温泉保養センター特別会計予算 可　決 全会一致

議案 第  11  号 平成21年度燕市水道事業会計予算 可　決 賛成多数

議案 第  12  号 燕市個人情報保護条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  13  号 燕市附属機関設置条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  14  号 燕市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  15  号 燕市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可　決 賛成多数

議案 第  16  号 燕市職員等の給与の特例に関する条例の一部改正について 可　決 賛成多数

議案 第  17  号 燕市ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  18  号 燕市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 可　決 賛成多数

議案 第  19  号 燕市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定について 可　決 賛成多数

議案 第  20  号 燕市介護保険条例の一部改正について 可　決 賛成多数

議案 第  21  号 燕市在宅介護支援センター条例の廃止について 可　決 全会一致

議案 第  22  号 燕市都市公園条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  23  号 指定管理者の指定について（燕市吉田産業会館） 可　決 賛成多数

議案 第  24  号 燕市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について 可　決 全会一致

議案 第  25  号 平成20年度燕市一般会計補正予算（第８号） 可　決 賛成多数

議案 第  26  号 平成20年度燕市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可　決 賛成多数

議案 第  27  号 平成20年度燕市老人保健特別会計補正予算（第４号） 可　決 全会一致

議案 第  28  号 平成20年度燕市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決 賛成多数

議案 第  29  号 平成20年度燕市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 可　決 全会一致

議案 第  30  号 平成20年度燕市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 可　決 全会一致

議案 第  31  号 平成20年度燕市土地取得特別会計補正予算（第１号） 可　決 全会一致

議案 第  32  号 平成20年度燕市住宅団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 全会一致

議案 第  33  号 平成20年度燕市温泉保養センター特別会計補正予算（第１号） 可　決 全会一致

議案 第  34  号 契約の締結について（燕市衛生センター増設工事） 可　決 全会一致

議案 第  35  号 燕市学校給食センター条例の一部改正について 可　決 全会一致

議案 第  36  号 平成20年度燕市一般会計補正予算（第９号） 可　決 全会一致

議案 第  37  号 平成21年度燕市一般会計補正予算（第１号） 可　決 賛成多数

　３月定例会では、平成 21 年度の当初予算や条例の制
定、一部改正、平成 20 年度補正予算などの議案につい
て審議が行われました。市長提出議案 41 件、議員提出

議案 2 件、請願 2 件、陳情１件は、各常任委員会に付
託され、それぞれ審査した後、本会議で議決しました。各
議案などの審議の結果と採決の状況は下表のとおりです。

■議員提出議案（2 件）
議案番号 件　　　　名 審議の結果 採決の状況

発議案 第 1 号 金融危機に端を発する大量解雇・雇い止めから雇用と暮らしを守る緊急対策の強化
を国に求める意見書 可　決 全会一致

発議案 第 2 号 地域間格差を拡大する「地方移譲」に反対し、一般国道 116 号の直轄継続と事業促
進を求める意見書 可　決 賛成多数

■請願（2 件）
議案番号 件　　　　名 審議の結果 採決の状況

請願 第  1  号 金融危機に端を発する大量解雇・雇い止めから雇用とくらしをまもる緊急対策の強
化を国に求める意見書提出を求める請願 採　択 全会一致

請願 第  2  号 平成21年度税制「改正」関連法案において、消費税の税率引き上げをおこなわないこ
とをもとめる請願書 不 採 択 賛成少数

■陳情（1 件）
議案番号 件　　　　名 審議の結果 採決の状況

陳情 第  1  号 地域間格差を拡大する「地方移譲」に反対し、一般国道 116 号の直轄継続と事業
促進を求める陳情書 採　択 賛成多数

2009年 (平成21年)5月15日　議会だより No.13 議会だより No.13　2009年 (平成21年)5月15日

●地域間格差を拡大する「地方移譲」に反対し、一般国道 116 号の直轄継続と事業
　促進を求める意見書

　地方分権改革推進委員会は、地方への権限移譲な
どで出先業務を縮小し、現行の 9 つの地方出先機関
を統合・廃止し、出先機関の職員を削減することを
盛り込んだ「第２次勧告」を公表した。
　国土交通省の関連では、地方整備局を廃止し、企
画・立案部門を「地方振興局（仮称）」、直轄公共事
業の実施部門は「地方工務局（仮称）」にそれぞれ
内閣府の出先機関として統合・一元化することと
している。燕市を貫く一般国道 116 号については、
国から地方への移譲を求めており、今後は事業の遅
延や維持管理水準の後退が懸念される。
　今回の勧告では、「地方分権改革」が道州制に向
けた「国と地方の行政改革・行政経費の削減」の本
当のねらいであることが鮮明である。
　国と地方の関係で重要なことは、国と地方が対等
の立場であることを徹底し、地方自治を発展させ、
国と地方が行うべきことを整理し、役割分担して行
政を行っていくことである。しかし、今進めようと
している地方分権改革では、地方自治を発展させる
視点はない。既に国による平成の市町村合併により、
自治体の地理的範囲が拡大し、住民自治の破壊や空
洞化、さらに、道州制と道州制に向けた市町村のさ
らなる合併により、住民自治が機能しない体制へ変
えられてしまう恐れが高い。今の地方分権改革は「地
方が主役の国づくり」とは名ばかりの住民自治解体
への体制づくりが行われようとしている。
　燕市は日本を代表する信濃川流域で信濃川本線の
ほか、大河津分水路や中ノ口川に囲まれた地域であ
る。大河津分水路においては新潟平野全体の治水や
利水には欠かせない施設である。「可動堰」の改修
を実施しており、多くの県民・市民から期待されて
いる。加えて、治水対策の観点から中ノ口川につい

ては、新潟県管理から国の管理に編入して治水事業
を実施することが適切かつ効率的である。
　さらに、燕市を貫く一般国道 116 号は、燕市と
県都新潟や柏崎を結び、その産業基盤を支える幹線
道路であり、渋滞対策や交通安全対策、重交通対策
など、路線全体の機能向上が求められている。そし
て改修や維持管理については、路線全体を一環する
必要があることから、高い技術力と経験を持って事
業を確実に実施する必要があり、地方整備局や国道
事務所が最大限に能力を発揮するべきである。
　よって、政府及び関係機関におかれては、下記の
事項について措置されるよう強く要望する。
①「二重行政の解消」というキャッチフレーズだけ

の改革を改め、国民の生命・財産を守るために必
要な公共事業については、引き続き国がその責任
において実施すること。

②住民の安全・安心な生活を脅かし、地域間格差の
拡大と道州制につながる直轄事業の地方移譲及び
国土交通省地方出先機関の統廃合は行わないこと。

③燕市においても重要な河川である信濃川、大河津
分水路、及び産業基盤を支える一般国道 116 号は
国が直轄管理を継続し、中ノ口川は直轄管理に移
行するとともに、国土交通省北陸地方整備局、及
び各事業管轄する新潟国道事務所、信濃川下流河
川事務所、北陸技術事務所、信濃川河川事務所、
長岡国道事務所のほか各事業所に付随する出張所
を存続すること。

以上、地方自治法第 99 条に基づき意見書を提出する。

（提出先）　
　内閣総理大臣・総務大臣・行政改革担当大臣
　財務大臣・国土交通大臣・北陸地方整備局長
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議会を傍聴しませんか（６月定例会の日程）

意見書の提出 3 月定例会では、次の意見書を内閣総理
大臣をはじめ、関係大臣に送付しました。

●金融危機に端を発する大量解雇・雇い止めから雇用と暮らしを守る緊急対策の強化
　を国に求める意見書

　アメリカ発の金融危機が世界に広がり、わが国で
も大手自動車メーカーなど製造業を中心に派遣労働
者や期間工などの削減が、厚生労働省の調査でも平
成 20 年 10 月から平成 21 年 3 月までで 8 万 5,000
人にも上ることが明らかになっています。
　さらに、内定取り消しや正規雇用労働者の大量解
雇も広がり、失業者が急増しています。
　失職した非正規労働者の大半は、もともとワーキ
ングプア（働く貧困層）と呼ばれる貯蓄も住宅もま
まならない若者たちです。職を失えば、会社の寮に
もいられず、ただちに路頭に迷ってしまう者も少な
くありません。
　新潟県内でも自動車関連やＩＴ関連などの工場を
はじめ、次々と非正規雇用労働者の人員整理が広が
り、平成 21 年 3 月までに 1,818 人にも達するとみ
られています。県民の雇用と暮らしを守るためにも
対策の強化は急務です。
　大量の失業者たちの雇用と暮らしを守るために
は、国による緊急対策の強化が重要であり、早急に
以下の措置をとることを強く求めます。

１．雇用保険特別会計の６兆円もの積立金を活用し、
ただちに次の施策をとること。

(1) 派遣や請負など非正規で働いてきた労働者に

も、しっかりと失業給付がされるように失業給
付受給資格に必要な就労期間を 12 ヶ月から 6
ヶ月に戻すこと。「自己都合」の場合でも給付
期間の上限を 360 日にすること。

(2) 雇用保険未加入だった労働者を含め、失業者・
求職者への生活援助制度をつくり、安心して希
望する職業訓練が受けられる条件整備や、家賃
補助、入居時の保証などを行うこと。

(3) 非正規雇用の労働者を正社員に登用した中小
企業に賃金の差額を助成すること。

２．巨額の内部留保をもつ大企業に社会的責任を果
たさせ、また、便乗的な人員整理がないように強
く指導・監督すること。

３．ワーキングプア（働く貧困層）の温床となり、
労働者をもうけのための調整弁とする労働者派遣
法等を抜本改正し、平成 11 年の原則自由化以前
の状況に戻すこと。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提
出します。

（提出先）　衆議院議長・参議院議長
　　　　　内閣総理大臣・厚生労働大臣
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▲ 3 月定例会

委 員 長　　長　井　由喜雄
副委員長　　タナ カ ・ キ ン
委　　員　　中　山　眞　二
　 〃　 　 　 山　﨑　雅　男
　 〃　 　 　 田　村　善　典
　 〃　 　 　 丸　山　吉　朗
　 〃　 　 　 渡　邉　広　宣

―議会報特別委員会― あ
と
が
き

○６月５日（金）　　全員協議会
○　　８日（月）　　（全員協議会　予備日）
○　　15日（月）　　本会議
　　　　　　　　　（議案上程、委員会付託、一般質問）
○　　16日（火）　　本会議（一般質問）
○　　17日（水）　　本会議（一般質問）
○　　18日（木）　　本会議（一般質問）
○　　19日（金）　　総務常任委員会
○　　22日（月）　　市民厚生常任委員会
○　　23日（火）　　産業建設常任委員会
○　　24日（水）　　文教常任委員会
○　　26日（金）　　本会議
　　　　　　　　　（委員長報告、質疑、討論、採決）
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